
　
水
資
源
機
構
60
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
役
職
員
を
対
象
と
し
た「
主
要
出
来
事
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
ま
し
た
。

設
立
か
ら
10
年
ご
と
に
区
切
っ
て
、時
代
背
景
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、そ
の
年
代
の
主

な
出
来
事
と
コ
メ
ン
ト
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　
水
資
源
機
構
60
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
役
職
員
を
対
象
と
し
た「
主
要
出
来
事
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
ま
し
た
。

設
立
か
ら
10
年
ご
と
に
区
切
っ
て
、時
代
背
景
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、そ
の
年
代
の
主

な
出
来
事
と
コ
メ
ン
ト
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

60
年
を
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
振
り
返
る

水
資
源
機
構
の
歴
史
と
印
象
に
残
る
出
来
事

Ｇ
Ｎ
Ｐ
世
界
第
２
位
の
高
度
経
済
成
長
下
、
深

刻
化
し
た
水
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
水
系
一

貫
の
水
資
源
開
発
を
目
的
に
水
資
源
開
発
公
団

が
設
立
さ
れ
、
利
根
川
・
淀
川
・
筑
後
川
・
木

曽
川
・
吉
野
川
の
５
水
系
が
水
資
源
開
発
水
系

に
指
定
さ
れ
る
。さ
ら
に
、愛
知
用
水
公
団
を
統

合
し
、総
合
的
な
水
資
源
管
理
体
制
を
構
築
。

昭
和
37
年（
１
９
６
２
年
）５
月
１
日

水
資
源
開
発
公
団
設
立

４
省
に
ま
た
が
っ
て
い
た
水
関
連
の
組
織
構

想
を
一
つ
に
ま
と
め
た
こ
と
こ
そ
が
大
き
な

出
来
事
。先
人
達
の
知
恵
、英
断
に
敬
服
。  “

愛
知
用
水
公
団
の
成
功
を
受
け
て
の
水
資
源

開
発
公
団
の
設
立
と
い
う
こ
と
の
重
要
さ
。  “

昭
和
39
年（
１
９
６
４
年
）８
月
25
日

利
根
導
水
路
朝
霞
水
路
通
水
開
始

東
京
を
大
規
模
な
渇
水
か
ら
救
っ
た
の
が
機
構

の
施
設
っ
て
す
ご
い
。  “

昭
和
43
年（
１
９
６
８
年
）10
月
１
日

愛
知
用
水
公
団
と
統
合（
中
部
支
社
設
置
）

昭
和
63
年
の
入
社
時
に
中
部
支
社
に
い
た
旧

愛
知
用
水
公
団
採
用
の
職
員
か
ら
、外
国
人
技

術
者
や
工
事
代
金
の
現
金
決
済（
支
払
）な
ど

当
時
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。  “

昭
和
44
年（
１
９
６
９
年
）３
月
21
日

印
旛
沼
開
発
事
業
竣
工

江
戸
時
代
に
３
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
失
敗
し
、明
治
以
降
も
多
く
の
人
々
の
悲

願
で
あ
り
、東
京
湾
へ
の
洪
水
の
排
水
を
も
可
能
と
し
た
大
き
な
偉
業
。  “

日
本
列
島
改
造
ブ
ー
ム
に
続
く
第
一
次
石
油

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
経
済
成
長
が
後
退
し
、省
エ

ネ
へ
の
動
き
が
強
ま
る
中
、全
国
的
な
渇
水
が

相
次
ぎ
、水
需
給
の
長
期
安
定
化
を
目
指
し
た

水
資
源
開
発
と
渇
水
対
策
の
両
輪
で
公
団
事

業
を
本
格
的
に
推
進
。

昭
和
47
年（
１
９
７
２
年
）６
月
15
日

琵
琶
湖
総
合
開
発
特
別
措
置
法
制
定

琵
琶
湖
特
措
法
は
、
水
特
法
と
も
関
連
し
た
、

水
源
地
域
の
保
全
等
を
行
う
た
め
の
ス
キ
ー

ム
を
定
め
た
画
期
的
な
法
律
。  “

昭
和
48
年（
１
９
７
３
年
）11
月
10
日

早
明
浦
ダ
ム
竣
工

早
明
浦
ダ
ム
は
ま
さ
に
「
四
国
の
い
の
ち
」。

そ
の
後
の
四
国
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
。  “

昭
和
49
年（
１
９
７
４
年
）５
月
30
日

香
川
用
水
通
水
開
始

高
松
渇
水
と
早
明
浦
ダ
ム
竣
工
を
経
て
、
香
川

用
水
が
通
水
開
始
し
て
香
川
へ
の
水
の
大
動
脈

が
完
成
。  “

昭
和
47
年
〜
56
年

早明浦ダム香川用水（東西分水工）

昭
和
53
年（
１
９
７
８
年
）５
月
20
日

福
岡
渇
水（
〜
昭
和
54
年
３
月
24
日
ま
で
）

プ
ー
ル
中
止
、給
食
は
お
か
ず
な
し（
パ
ン
と

牛
乳
の
み
）、
ト
イ
レ
は
消
毒
液
の
み
、
給
水

車
が
市
内
各
所
に
展
開
な
ど
、
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
る
出
来
事
。  “

寺
内
ダ
ム
竣
工
直
後
の
年
の
大
渇
水
で
、
ダ
ム

の
利
水
容
量
を
全
て
使
い
切
り
、
湖
面
に
台
船

を
浮
か
べ
て
ポ
ン
プ
を
設
置
し
、ポ
ン
プ
に
よ
り

ダ
ム
の
底
水
を
放
流
し
た
歴
史
的
渇
水
と
し

て
記
憶
に
残
る
。  “

「
昭
和
」か
ら「
平
成
」へ
時
代
が
移
る
中
、
長

期
に
わ
た
る
深
刻
な
渇
水
が
全
国
各
水
系
で

発
生
し
て
お
り
、公
団
で
は
、公
共
投
資
拡
大

策
の
も
と
、
水
資
源
開
発
と
渇
水
対
策
の
た

め
の
ダ
ム
等
建
設
や
水
利
用
の
高
度
化
の
た

め
の
事
業
の
実
施
と
と
も
に
、
総
合
的
な
水

資
源
対
策
を
推
進
。

昭
和
59
年（
１
９
８
４
年
）10
月
31
日

筑
後
大
堰
竣
工

公
団
に
入
社
し
て
最
初
の
現
場
。自
分
が
設

計
・
監
督
し
た
施
設
が
現
在
も
機
能
し
て
い

る
こ
と
を
写
真
で
確
認
で
き
安
心
。  “

昭
和
60
年（
１
９
８
５
年
）６
月
４
日

前
年
の
用
地
先
行
取
得
費
制
度
に
続
き
、
ダ
ム

建
設
調
整
費
制
度
（
い
ず
れ
も
事
業
資
金
を
民

間
借
入
金
か
ら
調
達
す
る
制
度
）の
創
設

両
制
度
の
理
解
に
は
公
団
（
機
構
）
の
事
業
執

行
ス
キ
ー
ム
と
財
務
会
計
制
度
へ
の
深
い
理

解
が
必
要
で
あ
り
、故
に
若
年
の
頃
に
大
変
苦

労
し
た
記
憶
が
あ
る
。  “

平
成
２
年（
１
９
９
０
年
）２
月
６
日

豊
川
水
系
を
水
資
源
開
発
促
進
法
に
基
づ
く
水

資
源
開
発
水
系
に
指
定

水
系
指
定
に
よ
り
豊
川
用
水
関
連
の
事
業
が
よ
う
や
く
可
能
と
な
っ
た
。  “

平
成
３
年（
１
９
９
１
年
）６
月
12
日

奈
良
俣
ダ
ム
竣
工

沼
田
に
在
籍
し
、新
旧
二
つ
の
大
ダ
ム（
矢
木
沢
ダ
ム
、奈
良
俣
ダ
ム
）、周
辺

の
国
や
電
力
の
ダ
ム
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、東
京
の
水
源
地
を
実
感
。  “

琵琶湖開発

豊川用水（二川チェック）奈良俣ダム 筑後大堰 福岡渇水時の寺内ダム

長良川河口堰魚道を遡上する稚鮎 渇水で水位の下がった奈良俣ダム

地
球
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
、
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
に
お
け
る
京
都
議

定
書
の
採
択
な
ど
、環
境
保
全
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、環
境
保
全
は「
水
づ

く
り
の
原
点
」と
の
観
点
で
の
取
組
を
進
め
た
琵
琶
湖
開
発
、
長
良
川
河
口

堰
が
竣
工
。新
世
紀
を
迎
え
て
、
公
団
か
ら
水
資
源
機
構
へ
新
時
代
が
ス

タ
ー
ト
。

平
成
６
年（
１
９
９
４
年
）８
月

全
国
的
に
大
渇
水（
〜
11
月
ま
で
）

全
国
的
な
大
渇
水
に
よ
り
、み
ん
な
苦
労
し

た
。当
時
、
事
務
系
も
含
め
て
夜
間
の
マ
ス

コ
ミ
対
応
、河
川
状
況
等
の
情
報
収
集
に
当

た
っ
た
こ
と
を
記
憶
。  “

い
ま
だ
に
語
ら
れ
る「
平
６
渇
水
」。急
い
で

寮
に
帰
り
、断
水
に
な
る
前
に
団
子
に
な
っ

て
寮
の
風
呂
に
入
っ
た
若
い
時
を
思
い
出

す
。  “

平
成
７
年（
１
９
９
５
年
）３
月
31
日

長
良
川
河
口
堰
竣
工

長
良
川
河
口
堰
は
、全
国
的
に
注
目
を
集
め
た
事
業
。こ
れ
よ
り
長
良
川
河

口
堰
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
段
階
に
入
り
、
ア
ユ
や
サ
ツ
キ
マ
ス
の
遡
上
量
が

毎
年
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。か
つ
て
は
人
の
目
に
よ
る
目
視
調
査

で
あ
っ
た
が
、現
在
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
活
用
さ
れ
、時
代
の
流
れ
を
感
じ
る
。  “

平
成
10
年（
１
９
９
８
年
）

日
吉
ダ
ム
、比
奈
知
ダ
ム
、浦
山
ダ
ム
竣
工

平
成
12
年（
２
０
０
０
年
）

富
郷
ダ
ム
竣
工

当
時
は
、
公
団
内
で
４
つ
の
重
力
式
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ダ
ム
の
現
場（
日
吉
、
比
奈
知
、
浦
山

及
び
富
郷
ダ
ム
）
が
建
設
最
盛
期
と
い
う
、

公
団
の
ダ
ム
屋
に
と
っ
て
良
い
時
代
だ
っ
た

と
思
う
。  “

平
成
13
年（
２
０
０
１
年
）12
月
19
日

｢

特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
」閣
議
決
定　

独
立
行
政
法
人
と
す
る
こ
と

が
決
定

独
立
行
政
法
人
化
は
採
用
内
定
を
い
た
だ
い
た
年
に
報
道
で
知
り
、
印
象

に
残
っ
て
い
る
。  “

平
成
14
年（
２
０
０
２
年
）11
月
５
日

本
社
さ
い
た
ま
市
に
移
転

本
社
が
東
京
か
ら
埼
玉
に
な
り
驚
き
。  “

震災のときの災害対策本部 愛知用水（改築中の白山開水路）徳山ダム

新
世
紀
を
迎
え
て
、公
団
か
ら
水
資
源
機
構
へ
新
時
代
が
ス
タ
ー
ト
。独
立

行
政
法
人
と
し
て
、
第
１
期
中
期
計
画
、
第
２
期
中
期
計
画
に
基
づ
き
着

実
に
事
業
を
推
進
。一
方
、２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
機
構
施
設

に
も
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
が
、機
構
の
総
力
を
結
集
し
て
対
応
。

平
成
15
年（
２
０
０
３
年
）10
月
１
日

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
へ
移
行

機
構
職
員
と
し
て
、
平
成
15
年
10
月
１
日
は

忘
れ
ら
れ
な
い
。  “

平
成
16
年（
２
０
０
４
年
）10
月

愛
知
用
水
二
期
事
業
（
大
規
模
水
路
施
設
改
築

事
業
）竣
工
式

既
存
の
水
路
に
鋼
矢
板
を
打
ち
込
み
、
水
路

を
二
連
化
す
る
工
事
は
大
胆
な
発
想
。  “

平
成
17
年（
２
０
０
５
年
）９
月

台
風
第
14
号

（
早
明
浦
ダ
ム
の
貯
水
率
０
%
↓
１
０
０
%
）

利
水
貯
水
率
が
０
％
か
ら
一
気
に
１
０
０
％

ま
で
回
復
し
渇
水
を
脱
す
る
と
と
も
に
、
大

量
の
洪
水
を
ダ
ム
に
貯
め
込
ん
だ
こ
と
に
よ

り
、
下
流
域
の
浸
水
被
害
の
軽
減
に
大
き
な

効
果
を
発
揮
。  “

平
成
20
年（
２
０
０
８
年
）５
月

徳
山
ダ
ム
本
格
運
用
開
始

調
査
着
手
以
来
、
約
半
世
紀
の
時
を
経
て
、
い

よ
い
よ
徳
山
ダ
ム
運
用
開
始
。  “

平
成
23
年（
２
０
１
１
年
）３
月
11
日

東
日
本
大
震
災
発
生　

茨
城
県
及
び
千
葉
県
内

８
施
設
に
大
き
な
被
害

平
成
23
年（
２
０
１
１
年
）４
月
20
日

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
霞
ヶ
浦
用
水
の
施
設
の
応
急
復
旧
工
事
完
了

被
災
し
た
霞
ヶ
浦
用
水
の
応
急
復
旧
ま
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
部
隊
と
し

て
経
験
し
た
苦
労
は
決
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
。  “

第
３
期
中
期
計
画
か
ら
第
４
期
中
期
計
画
へ
。水
資
源
に
つ
い
て
需
要
主

導
型
か
ら
リ
ス
ク
管
理
型
へ
大
き
な
転
換
を
迎
え
る
中
、激
甚
化
す
る
水

害
に
的
確
に
対
応
。さ
ら
に
流
域
治
水
へ
向
け
た
取
組
を
深
化
さ
せ
、
機

構
の
強
み
で
あ
る
一
元
的
管
理
能
力
・
培
っ
て
き
た
技
術
力
等
に
Ｄ
Ｘ

を
融
合
さ
せ
、更
な
る
発
展
・
向
上
へ
。

南摩ダム定礎式 武蔵水路 汚燭防止膜設置状況（牧尾ダム）

私
た
ち
も
歴
史
の
生
き
証
人

公団設立記念写真愛知用水（通水を喜ぶ人々）印旛沼開発（大和田機場）

平
成
４
年
〜
平
成
14
年

昭
和
37
年
〜
46
年

平
成
15
年
〜
平
成
24
年

平
成
26
年（
２
０
１
４
年
）９
月
27
日

御
嶽
山
噴
火（
以
降
、
牧
尾
ダ
ム
へ
の
火
山
噴
出
物
を
含
む
白
濁
水
流
入
に

伴
う
放
流
制
限
等
対
応
）

火
山
の
噴
火
に
よ
る
ダ
ム
の
水
質
障
害
と
い

う
国
内
で
も
例
の
乏
し
い
リ
ス
ク
事
象
に
対

し
、
水
系
に
ま
た
が
る
多
く
の
関
係
者
と
の
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
つ
つ
、刻
々
と

変
化
し
て
発
生
す
る
事
象
に
対
し
て
適
時
適

切
な
判
断
と
行
動
で
目
立
っ
た
利
水
被
害
や

環
境
影
響
を
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
、機
構
業

務
の
中
で
も
歴
史
に
残
る
対
応
と
い
え
る
の
で

は
な
い
か
。  “

平
成
28
年（
２
０
１
６
年
）３
月
31
日

武
蔵
水
路
改
築
事
業
完
了

首
都
圏
へ
の
水
は
止
め
ら
れ
な
い
た
め
、凄
い

水
を
通
水
し
な
が
ら
の
二
連
化
工
事
。  “

平
成
28
年（
２
０
１
６
年
）７
月
20
日

丹
生
ダ
ム
建
設
事
業
の
中
止
決
定

ダ
ム
事
業
の
検
証
に
よ
り
中
止
決
定
さ
れ
た

こ
と
は
重
要
な
出
来
事
。  “

平
成
29
年（
２
０
１
７
年
）７
月

九
州
北
部
豪
雨（
線
状
降
水
帯
の
発
生
）

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
危
機
的
な
状
況
に
お
い
て
本
社
・
局
・
寺
内

ダ
ム
職
員
一
体
と
な
っ
て
的
確
な
判
断
の
下
、
最
大
限
の
能
力
を
発
揮

し
ダ
ム
下
流
の
洪
水
被
害
を
防
い
だ
。  “

令
和
元
年（
２
０
１
９
年
）10
月
11
日
〜
12
月

台
風
第
19
号　

利
根
川
水
系
・
荒
川
水
系
・
木
曽
川
水
系
・
淀
川
水
系
の

各
ダ
ム
で
防
災
操
作
、
利
根
川
水
系
の
武
蔵
水
路
に
お
い
て
内
水
排
除
を

実
施近

年
あ
ま
り
災
害
が
発
生
し
て
い
な
い
関
東
地
方
で
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
こ
と
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
。  “

令
和
４
年（
２
０
２
２
年
）３
月
12
日

南
摩
ダ
ム（
思
川
開
発
）定
礎
式
を
開
催

歴
史
の
長
い
思
川
開
発
で
の
定
礎
式
は
感
激

だ
っ
た
。  “

令
和
４
年（
２
０
２
２
年
）５
月
１
日

水
資
源
機
構
60
年

我
が
組
織
が
、先
輩
方
の
ご
苦
労
も
あ
り
、ま

た
様
々
な
試
練
に
耐
え
な
が
ら
も
60
年
を
迎

え
た
こ
と
は
感
慨
深
い
。  “

平
成
25
年
〜
令
和
４
年

昭
和
57
年
〜
平
成
３
年

も
く
し

そ
こ
み
ず

だ
い
せ
ん

””””””””””””” ”

””””

””””

”””””

””””””

時代背景

主な出来事とコメント

11 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会 トピックス　私たちも歴史の生き証人 ● 10


